


事業計画舌 (1)

1 I応募団体に関すること

lァー一応募団体の経営方針、業務概要、主要業務、特色等について l 
■ 業務概要
1 吾葉区の地区センターなど10施設の指定管理者として、適切な施

設の管理運営と施設の利用促進による地域住民のふれあいを図ります。

2 音楽・絵画 ・エ作教室など文化芸術の振興、百少年の健全育成な

どの事業を企画し、地区センターや区民文化センターなどの身近な

施設での開催を通じて市民・区民の芸術文化の振興をすすめています。

3 学校コミュニティハウスの管理では、常に学校長と連携をとって、

地域の集会や学習活動の一哭を担っています。

4 屋外イベン トや少年サッカー・ 少年野球に利用

するスポーツ公園の管理も行います。

5 自治会町内会の会議の支援などを始め、民

生委呉、吉少年指導貝など地域の吉少年 ・

高齢者などを支える団体と協力し、地域
地域の
健全な発展

社会の健全な発展に向け事業を行って

います。
文化芸術の
振興

自治会・
まちづくり
支援

■ 経営方針
公益社団法人横浜市民施設協会は、地

域で活動する団体および個人を社貝とし

て設立した団体です。

法人の事業目的の柱として、公共施設

の管理運営、文化芸術の振興、自治会活

動の支援、青少年の健全育成などを掲げ、

快適な地域社会の健全な発達に寄与する

ことを経営理念としています。

地域の抱える様々な課額に柏極的に寄り

添い、社会的信用を維持・向上するため、

日々、工夫と改善を重ね、活動しています。

Iイ 応寡団体の業務における新石川スポーツ会館指定管理業務の位置づけ
区民に身近な施設の管理運営は、地域活動の担い手に

よって設立された当法人の基本となる業務です。地域の

皆さまの交流の場、自己啓発の場を提供するとともに、

地域における様々な課題を解決するための取組について

お手伝いさせていただくことが、 使命と考えています。

当法人が運営する他の施設と連携して地域に密接な事業

を展開することにより、地域団体で組織された当法人の

目標、地域の連携の深まりが実現するものと自負してい

ます。

地区センタ一部

文化芸術スポーツ振興

まちづくり支援

自治会町内会支援

その他

新石川スポーツ会館

Iウ 応募諏が迂つた公の施設その他類似施設の管理運営に閲する主な実績 ―――---

当法人は、横浜市習葉区の下表17施設、合計で年間100万人を超える方々（平成30年度実績）にご利用いただい

ています。

管理運営している施設名

地区センター 4館
山内、若草台、美しが丘西、奈良

単館型コミュニティハウス 3館
脊葉台、荏田西、荏田

美しが丘公園こどもログハウス

新石川スポーツ会館*I

吉葉区民文化センター （フィリアホール）

学校併設型コミュニティハウス 6館
鴨志田、さつきが丘、山内、桂台、すすき野、みたけ台

吾葉スポーップラザ•l

* 1 テニス、バトミン トン、卓球等のスポーツができる施設

業務開始年月

平成 7年 4月 他

1 平成11年 5月 他

平成 5年 4月

平成 7年 4月

平成25年 4月

平成 7年 4月

J平成26年12月

*2 少年野球、少年サッカー、ソフトボール等のスポーツができる屋外施設
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業務区分

指定管理

指定管理

指定管理

指定管理

共同指定管理

委託

委託



寧業計画苔 (2)

21新石川スポーツ会館管理運営業務の基本方針について

1 ア 設霞目的、区政運営上の位冨付け

• 新石川スポーツ会館は、区民のスポーツ振興や交流促進ということに加えて、東名高速道路の整備に伴う地元対

策としての性格も有する施設です。ここの地域（新石川地区）ではその認識が強く、施設の管理運営にあたっては、

透明性や公平性が求められています。

・公共施設の管理運営にあたり、当協会は、地域住民のニーズに合った創意工夫をし、個人の要望にも頁摯に対応

してきました。

・百葉区は区政運営方針の基本目標で「『住み続けたい ・住みたいまち百葉』の実現」を目指しており、「誰もがい

きいきと、健やかに召らせるまちづくり」、「さまざまな人や地域の活力を高めるまちづく り」 などを施策の柱に

拇げていますが、当施設の運営を通じて、これらの実現に向け貢献していきたいと考えます。

Iイ 新石川スポーン会館を取り巻く地域特性、地域ニーズ
胃葉区民は健康長寿を誇り、体づくり、健康づくりのために、生活の一部としてスポーツをするという生活ス

タイルに対する意識が強く、様々なスポーツを展開してそのニーズに応える必要があります。

2 新石川地区は、北は）川崎市、束は都筑区と接する区の北東部に位醤し、大山街道沿いの古い町と鉄道の沿線開

発でできた新しい街があり、新旧住民の交流融和が引き続き求められています。

3 当施設は、田園都市線のあざみ野駅とたまプラーザ駅の中間に位巴し、両駅から徒歩でも利用できる便利な立

地にありながら、一般の区民にはあまり知られていない施設です。近隣の山内地区センターや山内コミュニティ

ハウスなどと連携し、効果的なl酋報提供を行い利用の促進を図ることが求められています。

Iウ 公の施設としての管理
■ 施設管理及び法令辺守の基本的対応
横浜市地区センタ一条例に基づき、地域の方々が気軽に気持ちよく、安全 • 安心に施設を利用していただけるよう、

公平・公正で満足度の裔いサービスを提供していきます。笑顔で明る＜丁寧な対応に加えて、コンプライアンス ・人

権の尊重に努め、地域ニーズに的確に対応した良質なサービスや事業を進めていきます。

伺人＇情報保護等法令遵守の取組については、横浜 市民施設協会として 「倫理規程」「イ固人情報保誤規程」「公益通報

者保護規程」 「コンプライアンス規定」等を定め、法令の遵守及び不正行為の未然防止・早期発見と是正に努めています。

■ 個人伯報｛デ謳の体制及ひ取組
涸人情報の保護に関する法律等に基づき、横浜市民施設協会で 「個人情報保護規程」 を制定するとともに、法人と

して個人情報の遮切な管理運用を行うため、宰務局長を「個人＇情報保護総括費任者」とし、各施設の館長を「伺人悟

報保誕運営貢任者」に任命しています。具体的な車例に基づく検討や話合いを通じて、徊人情報保設の重要性につい

ての意識を高めるとともに、 「個人情報保護マニュアル」 により、個人情報の適正な取扱の徹底を図っています。

また、「個人情報取扱特記面項」第12条1項に基づき、「横浜市個人情報に関する条例」等の内容を十分理解できるよう、

全職兵を対象に、個人情報保護に関する研修を毎年必修で行っています。
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事業計画舌 (3)ーア

3
 
組織体制

1ア 管理運営に必要な組織、人員体制 I 

■ 磁員の人員体制 ヒ務内容及ひ求める能力
館長1名、スタッフ (6人）によるムダを省いた効率的な組織体制とします。

職種 人数 雇用 業務内容 I 求める能力
I 

常勤 運営管理の総括百任者、
館長 1 （協会事務局次長が 地元 • 関係機関との調整、 判断力、調整カ

兼務） 人材育成、自主車業
I 

I 

三 自主対亨応、施設の点検．；；；

_.,.. - ------

スタッフ 6 非常勤 接客力、勤勉さ
業の補助

※月1日は施設の湿掃 ・点検のため休館とします。この日に、全スタッフとのミーティングを開催し、 1呑報の共
有と必要な研修を実施します。

■ 勤務体制
・通常は、午前、午後、夜間の各4時間を6人の非常勤のスタッフが交代で勤務します。

・館長は、当協会の事務局次長が兼務し、月に一度のスタッフとのミーティングをはじめ、定期的に巡回し必要な

調整や施設管理を行います。

• 自主事業がある時は、事務局から職兵が行って、語師対応、参加者調整などを行うとともに、事業を見守ります。

・スタッフは、委員会推薦又は近隣から公募し、施設の窓口としてフットワークが良くサービス精神に囲んだ人材

を選考します。

• 新しいスタッフには、「非常勤職貝の業務内容」を一通り習得できるよう、勤務開始前に研修を行っています。

■ 法人全体による万全な支紅
• 横浜市民施設協会が管理運営している様々な施設のノウハウを館長会議やリモート会議などを活用して、迅速に

臼の高いサービスを提供します。

・退職等で欠員が生じた場合には、適材適所の人材を迅速に補充するなどの柔軟な対応を図ります。

・各々の職貝が持つ知識や技術を効果的に活用し、利用者満足度の向上や、職貝の一門の責黄向上に努めます。
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事業計画a(3)ーイ

31組織体制

1イ職員酬餌計画 一

新石川スポーツ会館を、誰もが、気軽に気持ち良く利用していただくと同時に、引き続き利用したいと思っていた

だけるような公平 ・公正で良質のサービスを提供することが施設運営の基本と考えています。

そのためには、すべての職員が、「利用者に好感を持っていただける接遇」と「施設運営にあたっての茎礎的な業務

知識と技能」を有することが不可欠です。

計画的に、様々な機会を捉えて、計画的に研修を実施し、施設内で迂し速かつ的確に共有できるよう取り組んでいきます。

■ 職貝のー育成・研住
1 職忠内教育 (0」T)

(1) 接遇研修（年1回）……外部講師を招き接客の実践的スキルを磨く

(2) 接遇研修（随時）……オリジナル「接遇ハンドプック」を反復習得

(3) 人権研修（年1回） ...... 串例検討を交えて実施

(4) 個人情報保護研修（年1回） ．．．…討讀により学習

(5) 防災訓練、 AED取扱研修、防災設備研修（年2回以上）……消防職貝や専門業者を謡師として実施

(6) 「新石）IIスポーツ会館スタッフの仕事 ［スタッフ業務マニュアル（令和2年度作成））」を活用した研修

2 賑場外教育 (OFF・JT)

(1) 新入職貝教育 （採用時） 接遇研修、職務教育、福祉施設実習等

(2) 管理者教育（年1回）

(3) 職務研修（年1回） 管理平務研修、企画研修等

(4) 安全衛生教育（年1回）

3 自己啓発助成（随時）

資格取得、通信教育｀セミナー参加等、自己啓発に対する四用を助成

※自己啓発研修にかかる費用の助成（令和2年度実績）

薄記2級 (1名）、衛生管理者 (1名）、メンタルヘルスマネジメント 1I種 (3名）、公益法人会計検定試験3級 (2名）

横浜市民施設協会職貝教育研修規定に呈づき、自己啓発のための研修経費を助成しています（随時）。

~~ 格取得、通信教育、セミナー参加等自己啓発研修に対する四用の助成
引き続き、殿貝の自発的な職場運営にかかる能力や業務知識の向上を支援すると同時に、法人へのフィードバッ

クによるスキル向上を目的に柏極的に推進していきます。
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事業計画吾 (3)ーウ

3
 
組織体制

Iゥ 緊急時の体制と対応計画
■ 新石川スポーツ会館の青栞区防災計画上の位置つけ
1 吉葉区防災計画の中では、新石川スポーツ会館は特別な位巴づけがされていない施設ですが、災害持における

施設利用の協力に関する協定の趣旨にのっとり、帰宅困難者一時滞在施設や風水害時避難所など補完施設とし

ての役割を担っています。

2 近隣の防災関連施設等

風水害時避難所 ：山内地区センター、山内小学校

帰宅困難者一時滞在施設：山内地区センター、菌學院大學

■ 地域と運拓した防災への取組～共助活動の支援拠点として
1 いざという時に有効に機能が果たせるよう、災害対応研修やAED取扱等実践的な訓練を実施します。

2 自動販売機は、災害時の停電中でも無料で取り出すことが可能な機能を備えたものを引続き設巴します。

■ 緊急時（災害、コ故、事件故障）の対応計画
手故の未然防止や発災時に迅速で適切な対応を取るためには、日頃の備えとしての日常点検や必要なマニュアルの

整備、またスタッフミーティングでの確認、さらには関係機関を交えた訓練を重ねることが重要です。「いざ」とい

う時に職貝一人ひとりが迅速・適切に対応できるよう、次により取り組みます。

1 「緊急時遷格網」の整備

緊急時に、館と法人手務局をはじめ育葉区 ・営察 ・消防等関係機関を含めた連絡が取れるよう、緊急連絡リス

ト及び対処方法を図示した資料を作成し、事務室内に掲示するほか、各人が携帯しています。毎月の職呉ミーティ

ング時に全職員で内容を確認しています。

2 「緊念時対応マニュアル」の整備

緊急時は、まず「利用者」、次に「職貝」の安全確保、さらに「近隣」の安全を考慮するという方針のもと、

下の緊急時の対応フロー図内 「危機管理の基本方針」の項目毎に各施設で施設に応じた緊急時対応マニュアルや

消防計画を作成し、事務室内に掲示するほか、各人が携帯しています。毎月の職貝ミーティング時に全職国で内

容を確認しています。

3 迅速な報告・相談

(1)施設内での事故や急病人が発生した場合は、直ちに館から 「事故連絡票」を使用して法人事務局に報告しま

す。必要な対応は、館と法人申務局で相談の上、百葉区と協議します。

(2)館の利用に菫大な影祖が予想される事故等が発生した場合は、区との協議と並行して、利用者へのお知らせ

をするとともに協会理事長や施設委貝会の代表者に連絡をとり、今後の地域への対応について相談します。

4 予防策

(1)発災時の消火訓練 ・通報訓練 ・避難訓練等、繁急時を想定した訓練を来館者も交え実施します。

(2)連営実績の中で積上げてきた「車故挙例集」を職場研修等で活用し、日常的にはカメラによる監視や館内外

の見回りを適宜実施することにより蔀故の未然防止に努めます。

＜緊急時の対応フロー図 ＞

法人串務局

「危機管理対策の墓本方針」

① 地震の発生

② 風水匹の発生

③ 火災 ・爆発の発生

④ 不密者の役入

⑤ 危険物の放笛、危険物による汚染発生

⑥ 利用者（入館者）の急病、負潟等の発生

⑦設備の故I!!';!(設備に応じて）

新石川スポーツ会館

マニュアルに塞づく迅速・的確な対応

（館畏 ・スタッフ）

各館に応じたマニュアルの作成

・緊急8寺対応マニュアル（串案毎）
・消防計画

関係機関

・区役所

．誓察署

・消防署

事故・急病等の

利用者のご家族
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事業計画吾 (4)ーア ・イ

41施設の運営計画

1ア 設配正を実現する運宮内容 l 

地域住民が、 スポーツ・レクリエーション活動を通じて相互交流を深める場となるよう、また、幅広い屈の地域住

民の誰もが気軽に利用できる施設となるよう、当協会のスローガンである 「あつまる・つながる・笑顔になる」 に相

応しい運営を進めます。

1 地域の子どもから高齢者まで、 一人でも多くの方に来館していただけるよう、様々な広報媒体を用いて幅広く

PRしていきます。

2 地域の誰もが利用できるため、誰にも公平・公正な運営を行います。

3 地域の利用者や委輿会の意見を尊重し、その意見を取り入れた運営を行います。

4 地域住民の多様なニーズに対応した自主事業を積極的に実施し、事業終了後にサーワル活動として交流が深ま

るよう支援します。

5 地域活動やサークル活動に参加したい方へ関係団体を紹介できるよう、チラシ等の掲示や会呉ぢ集情報を提供

します。

Iイ 利用促進策 l 
■ 当館を地域にアピール
―--

1 魅力ある事業の実施

地域ニーズを踏まえた魅力あるイベントや平業を、地域の団体や利用者の皆さんと一緒に企画 ・実施します。

（例えば、地域の子ども会とスポーツ ・レクリエーション事業などを実施）

2 近隣施設との遺携とti報提供

当法人が管理運営する近隣の山内地区センターなどと連携して人気の商い田業を相互に展開するなど、他館

の空室情報を来館者に提供するシステムを構築する等、近隣施設との連携強化を進めます。

3 積極的な広報活動で館をPR

自治会と連携（イベントチラシの自治会内回覧、掲示板への掲示を依頼）、 HP、広報よこはま、地域の放送

局やミニコミ誌へのPR、自主事業参加者のロコミなど様々な手段を活用し館をPRしていきます。

■ 稼fl率アップの取組
1 一人でも多くの利用が図られるよう、テニスコートは一コマ2時間、スポーツ室は3時間とします。

2 稼働率の低いミーティング室の存在をPRするため、ミーティング室での自主車業（こども向け諦座や書き初

め教室など）を開催しています。

3 キャンセルなどによる空きが生じた場合は、空きコマの1週間前からは電話での予約を受付けます。

4 自主事業への参加者へ「事後サークル」の立ち上げを働きかけるとともに、部屋が保先的に利用できるように

支援していきます。

5 当協会指定管理施設やホームページを通して、新石）IIスポーツ会館についての新届消報を随時発信していきます。
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事業計画吾 (4)ーウ・エ

4
 
施設の運営計画

Iウ 利用者ニーズの把握と運営への反映
POCAサイクルを意識した施設運営

新石川スポーツ会館委呉会や利用者会議、利用者の声、地元自治会長からの惹見を反映した施設運営を行っていきます。

●利用者の声

し一 璽```矛鍔竺忠見）
、J

r 
Act (面談・育成）
未達成原因の

分析 • 改善策の検討

（館長十理事＋事務局長）

ヽ

●新石川スポーツ会館委只会の要望

●利用者会議の意見

．竺自治会長からの意見 _j 
意見の整理・分析

Plan (目標の設定）
業務計画の策定
（館長十理亮十亮務局艮） ~ 

Do (実施）
業務計画に従って実行

スタッフミーティング等で

憐報共有（館長以下職呉）
Check (評価）

業雪ご言 ヽ確認 I• ノ
●利用者の評価

• 利用者アンケート
●参加者の評価 ●地元の評価
・自主m業参加者アンケート ・地元自治会アンケート

■ 地域ニース'.利用者ニーズを反映した具体事例
1 お客搭からのこ意見• こ要望

・「抽選結果の発表をもっと早くしてほしい」との要望を受け、手続き全体を10日前倒し。

・スポーツ室の醤さ対策として、大型のサーキュレーターを購入など。

・アンケートの要望を踏まえ、 「子供向けバトミントン教室」・「英会話」・「中国語」などの講座の開催。

・「ボールが汚れるのでテニスコー トを洗浄してほしい」との要望で、定期消掃を実施。

2 委臼会てのこ出見こ翌望

・受益者負担も検討すべきとのご意見を踏まえ、テニスマシーン利用者へ100円寄附を働きかけ。

・地域のこども達の利用促進を図るため、地元子ども会と協慟で「さわやかスポーツフェスタ」を開催。

1 ェ 利用者サービス向上の取組 ＿――-- - -- --- - --

■抽選結果をホームペーシ上で公衣
・抽選結果を館のホームページに公表するとともに、空き状況を宥話で確認できるようにしています。

・抽選の結果発表を10日前倒しすることで、予定が立て易くなったと好評です。

・臼品の竪り・貸出

・希望者にはテニスマシーンの貸出を継続していきます。（藤金のお願いから有料制にしていきます）

• 利用者アンケー ト等を踏まえ、ニーズが忌い備品の優先整備に努め、利用の満足度を嵩めていきます。

■ 「接遇ハノドブック」を活用したcs(顧客満足）アップの取組
・施設運営の要は、 「人」です。職貝一人ひとりの対応で施設に対するお客様の評価が分かれます。

• お客様に満足頂けるよう、法人オリジナルの「接遇ハンドブック」による研修を繰り返し行うことで、それぞれ

の職貝のスキルアップに引き続き努めていきます。
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事業計画苔 (4)ーオ

4 施設の運営計画

日： 損浜市重要施策に対する取組
- - - - - - - -

● スポーツ振興の取組

・区のスポーツ推進貝と協働でスポーツ振興のためのイベントや事業を実施していきます。

・地域の人材と連携し、主に小中学生を対象としてスポーツ教室を開催します。

■ 人槽尊塁の取組
・人権苔重は接遇のイロハなので、日頃から人権感覚を磨くことの大切さを、当法人の接遇研修や職場研修の中で

徹底しています。

■ 環墳への配r:
・「省エネ指釦を作成するとともに、館内表示によりお客様を巻き込んだ取組を進めます。

■ 地幻経滴の活性化
・修繕などの発注や物吊 ・役務の調達にあたっては、地域振興の観点からも、地元を中心とした市内中小企業への

優先発注に努めていきます。

■ 胄葉区内大学との連携
・館の自主事業の企画から実施まで、近隣の大学や区内の体育系大学でサークル活動を行っている学生に参加 ・協

力を要請し、事業の活性化と新たな展開を図っていきます。

■ 愉報公開の取組
・HPで当法人の基本店報、委棗会や利用者会議の議事概要、ご窓見箱の声に対する回答などを公表していきます。

・車業計画 ・事業報告など館に備付け、常に最新情報を関院できるようにしています。
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事業計画苔 (5)

5
 
自主事業計画

■ 塁本的な考え方
・スポーツ会館の設酋の目的である、「地域の住民が、 スポーツ、研修会、サークル活動を通して相互交流を深める」

を実現するため、また、地区センタ一条例に位囲付けられていることからも、幅広い庖の地域住民の誰もが気軽

に利用できる施設となるよう、自主事業を進めます。

・一方、当館ではテニスや卓球などのサークルが多数活動し、稼働率が非常に高い施設です。自主事業の開催にあたっ

ては、できるだけ利用の少ないコマ（部屋と時間帯）で行います。

• また、「わがまち」の施設として、地域の魅カアップに貢献する事業を地域の皆さまと一緒に進めていきます。

■ 自主事業計画の特徴と独自性
1 地域・世代問交流

• 自治会 ・子ども会と連携し、小さなお子さんから、ご高齢の方まで、気軽に参加いただける「さわやかスポー

ッフェスタ」を開催します。事業の企画 ・実施にあたっては、自治会、 子ども会、行政委曙員等との連携を

図りながら、地域の人材や黄源を活用していきます。

・地域の方に楽しんでいただけるコンサートをスポーツ室で年1回開催します。

2 子育て支援

・ミーティング室で、乳幼児親子対象の「親子リ トミック」を開催し、近くに無料で気軽に集える施設がある

ことを子育て世代にまず知っていただくよう努めます。事後、「子育てカフェ」としてご利用いただき、交

流を深めていただけるようサポートします。

3 胃少年育成

・ミーティング室に囲雰 ・将棋 ・オセロを常備し、自由に利用できる時間帯を設け、地

域の方の貝守りの中で子どもたちに楽しんでもらっています。

• 新石川スポーツ会館について子どもたちに知ってもらうため、哀休み工作教室、冬

休みごき初め教室を実施します。

4 偽康•生きかいつくり

・ピラティス、ジャズダンスなど、女性に人気の美容と健康づくりのための車業を実施します。

・「健康横浜21」など市の施策に係る展示や講座などを、当法人の他館と連携を取りながら、事業を点から面

へ広げ施策効果を高めていきます。

5 品齢化社会への対応

・地域施設との協働で「高齢者体操教室」などを開催し、これからの高齢化社会について、ともに考えていきます。

6 施設コラホ事業

・当法人が菅理運営する施設が共同で企画している、音葉区の歴史 ・自然の中で、健康づくりや趣味の仲間づ

くりをすることを目的とした 「青葉歴史探訪」の一災を担い、他館と連携して、当館の魅力を区内全域にアピー

ルしていきます。
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事業計画吾 (6)

6
 
施設及び設備の維持管理計画

■ 塁本的な考え方
・職貝による日常の点検 ・涌掃と専門業者による定期点検 ・保守を両輪に、お客様や職貝が安全 ・安心に、涌潔 ・

快適に利用できる施設となるよう、維持管理を進めていきます。

・施設や設備の長期修繕 ・保全計画を踏まえ、巳頃の点検 ・保守に基づいた早めの修繕を行うなど、施設の長寿命

化を図っていきます。なお、比較的規模の大きな修堪等の実施にあっては、市前に区担当や局の専門セクション

と相談していきます。

・故障や平故が発生した時は、「平故連絡栞」を活用して法人事務局や区役所との連携を図りながら、お客様にご

不便をおかけしないよう迅速に対応していきます。

■ 日常点検直視、清掃 ～ 国員による
・日常業務の一瑛として、「施設維持保全の手引き」等に基づき、日常点検 ・巡視を毎巳行います。

・建物内に不具合が無いか常に確認し、早めの発見と対応を目指します。

• お客様が、気軽に窓口に気付いた点をご連絡頂けるように、ご怠見箱をロビーに設四し、 一磨の恨報収集に努め

ていきます。お客様にご協力頂くことで、早期発見につなげます。

．冷暖房の適切な温度設定について、室内に目標数値を掲示することで、お客様の理解と協力を頂くとともに、空

室等の消灯の徹底など日常管理での省エネルギー対策を進めます。

・日常満掃は、スタッフが、毎日朝と朗館時に作業 ・確認に当たります。

■ 定期的な点検・保守 清掃の委託 ～ 専門事業者による
・機械醤備 ・消防設備 ・建物全般、 漬掃等、それぞれの分野について、専門性の嵩い事業者を複数面談の上逸切1こ

選定し、その面業者との連携を密にして、年間の維持管理計画を立てていきます。

・同規模、同設備の施設との比較により、 jiffi格や維持管理計画が適正かどうかを見極めていきます。

・業種によっては、 法人管理施設をまとめて契約することにより、大幅なコストダウンを目指します。

・室内のワックスがけや網戸酒掃などは、利用に支熙が出ないよう月1回の休館日に実施します。

管理項目 内 容 回 数 実施者

機械醤備装宮 点検 ・保守 随時 事業者

建物 ・敷地 建基法12条点検 年1回 事業者（市）

建物外構 消防設備 点検 ・保守 年2回 事業者

室内 ワックス掛け、清掃 月1回（休館巳） 亭業者

テニスコー ト コート面の洗浄 各面年1回 事業者

■ 店経
・必要な修繕は、複数業者から見柏を取りながらヒアリングを行うなど、適切な業者選定に努めます。

・大規模な修繕が必要な場合は、区 ・局に早めに相談をして適切な対応が取れるよう取り組みます。

■ r私たちの施設Jという需識をもっていただくためのお客樟への働きかけ
• お客様が出したごみの持ち帰りや施設の美化への協力について、声かけやポスター等で啓発します。

• こまめな消灯や過度の冷暖房の使用抑制による節電 ・節水の取組をポスター等で働きかけます。

■ 経費削減の取組
・職員が、テニスコー ト外周の雑草をこまめに除去することで、排水溝の活掃を業者に委託する必要がなくな

りました。
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車業計画~(7) ーア・イ

71収支計画（収入計画）

1ア 収入計画の考え方について I 

1 収入については、①横浜市からの指定菅理料、 ② 自主事業収入、 ③ 雑収入を全て合箕し、運営に充てていきます。

2 当法人は、公益法人として収支の均衡を第一と考え、健全な運営が継続できるよう取り組みます。

〇指定菅理料

百葉区役所との協定に基づき、適切に管理するとともに、年に4回運営状況を報告していきます。

〇自主事業収入

原則として、材料口や講師謝金の経口に見合う金額を参加者負担として徴収します。自主事業全体の中で収

支の均衡を図ります。仮にそれがプラスの場合は、利用者に還元していきます。

◎雑収入 （自動販売伝手数料、テニスマシーン利用料）

利用者サービスの一環で、災害時に非常飲料として活用できる自動販売機を設置し、その手数料を館の収入

とします。また、テニスマシーンのメンテナンス費用として利用者から実四相当を徴収します。

3 寄附金収入

公益法人としての存在を広くPRするとともに、寄附者に対する1憂遇税制を活かし、法人の活動内容等を支援

してくださる方々からの寄附を募り、施設の管理運営を含む法人活動に役立てていきます。

4 貞金確保

新型コロナ禍のような予期せぬ平象が起きた時には、雇用調整助成金をはじめとする助成や制度を積極的に活

用し、白金確保に努めます。

1 イ 増収策について（※利用料金収入は、地区センターのみ該当） I 

■ 「寄附へのお願い」の取組なと
• 横浜市民施設協会は、寄附をした個人や法人に対する税制優遇措四が受けられる団体として公益法人の認定を受

けています。公益法人は、会更と寄附も重要な収入源です。「寄附へのお願い」を、広くホームページやチラシ

などで個人や法人にPRしていきます。

・自動販売機を設已し、お客様の利便に供するとともに、その手数料収入を管理迎営に役立てます。

・■ 収入計画の実現性 ～ 杖貸根拠

収入項目 予算額（千円） 積算根拠

自主事業収入 64 実績値

自動販売機手数料 120 実績値

テニスマシーン利用料 70 利用回数x単価

合計 275 ※今後、寄附金を増やす取組を進めていきます
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事業計画巴 (7)ーウ

71収支計画（支出計画）

ウ 支出計画の考え方について

● 基本的な考え方（特徴・独自悦 実環性）

・サ＿ビスの維持 ・向上を至本に、必要な経喪を確保したうえで、経努の節減を進めます。

・多数の施設を菅理運営するスケールメリットを活かした施設協会全体としての効率的な執行や管理運営方法のエ

夫により、健全で安定的な運営が継続できるよう取り組みます。

・業務改善を進め、効率的な事務執行により、コストの削減を図ります。

・経拭のチェック体制を強化し、無駄な経菟を抑制します。

● 経費削減の取組

1 共通物品の在閲笞理の繭底

コピー用紙、プリンタートナー等の全館共通物品については、複数館を管理しているスケールメリットを活

かして在庫管理を倣底し、経疫を抑えます。

併せて、感染症対策にかかる衛生用品についても在廂管理の徹底により経裂削減に努めます。

2 委託業者の適切な選定

・委託業者の選定にあたっては、複数の事業者を対象に価格や業務内容のヒアリングを行い、経費の節減を含

め酒切な選定に努めています。

3 0務経閃の抑制

・事務経費（車務局本部経費）については、車務の一元化 ・効率化に必要な霰低限の金額を確保することとし、

指定管理料の全てを有効な施設運営に充てることを目裸として、抑制を図ります。

・ちらし、ポスターの衷面利用等を引き続き進めていきます。

4 囲口による日常菅理の取組

植栽（主に中低木）は、職民がこまめに手入れすることで、専門業者への委託費用を抑えます。また、小破

修繕や商単な工作は、可能な限り職員が行うようにしていきます。

5 省エネ指針の作所と取組

施設の特性に応じ省エネルギーの取組をまとめた 「省エネ指針」を作成し、それに基づき節水や消灯、温度

管理などの取組を、ご利用の皆様のご理解とご協力をいただきながら進め、経四の節減を図ります。
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事業計画笞 (8)

81新型コロナウイルス感染症等に係る対応

・ 塁本的な考え方

1 「利用者に安心 • 安全にご利用いただく」ことを最優先に、横浜市のガイドラインに沿って、適宜的確に新型

コロナウィルス感染対策を講じながら運営していきます。

2 地域の活動拠点といった役割を引き続きになっていくため、新しい時代の 「新しい生活様式」に即した施設の

運営を目指していきます。

3 地域における 「共助」 の取組をバックアップし、 健康かつ安心•安全で登かな地域社会をつくり市民の自発的

な活動を切れ目なく支援できるよう、従来の実娯に加え、新たな発想を生かして取り組んでいきます。

■ 貝体的な取組
1 具体的な感染症拡大防止対節

・館内に設世の消函薬 ・ハンド‘ノープ等を、非接触型ディスペンサーに交換

・入口部分で手指消毒と同時に自動検温できる器械を設巴

・洗面所の手洗いを全面自動水栓化（蛇口を非接触）

2 自主事業開催の工夫

・参加者数を定呉の50%に制限し、 1回ごとの時間を短縮して複数回実施することで、利用者の参加機会を確

保しつつ 「三密」を避けるように工夫

3 利用料金収入瀾への対応策

・個人利用の予約条件を緩和 (7日前から予約可能に）

． 感染症拡大防止対策を徹底し、安心 • 安全に利用できる環塊を充実させることで、利用者の不安を軽減し、

継続的な施設利用を促す

・PRの強化

①ホームページ、SNS、地域のFMやミニコミ誌への積極的な情報提供

4 S染防止の観点を謬まえた予約受付の提案

・ 窓口において口頭での利用説明をできるだけ減ら し、フリップや画像 • 音声で対応

(13 / 13) 



事業名

なごみサロン

活き活き健康体操

バドミントンデー

太極拳① (5月ー7月）

太極拳② (9月ー11月）

ボッチャ① (5月ー7月）

ボッチャ② (9月ー11月）

小学生卓球球室

さわやかスポーツデー

ムロ

（様式3)

横浜市新石川スポーツ会館自主事業計画書

団体名 公益社団法人横浜市民施設協会

①募集対象 自 主 事 業 予 算 額

②募集人数 収入 支出
総経費

指定管理料 1 参加費 講師謝金 I材料費 その他③一人当たり参加残
から充当

高齢者

120人

100円 24000 12000 12000 12000 

゜
12000 

高齢者

550人

100円 75000 20000 55000 15000 

゜
3000 

一般

90人

0円 ¥3,000 ¥3,000 ¥〇 ¥3,000 ¥〇 ¥〇

一般

90人

200円 ¥19,000 ¥1,000 ¥18,000 ¥14,000 ¥〇 ¥3,000 

一般

90人

200円 ¥19,000 ¥1,000 ¥18,000 ¥14,000 ¥〇 ¥3,000 

一般

40人

100円 ¥4,000 ¥〇 ¥4,000 ¥2,000 ¥〇 ¥2,000 

一般

40人

100円 ¥4,000 ¥〇 ¥4,000 ¥2,000 ¥〇 ¥2,000 

小学生

20人

500円 ¥30,000 ¥20,000 ¥10,000 ¥30, 000 ¥〇 ¥3,000 

一般

50人

0円 ¥3,000 ¥3,000 ¥〇 ¥3,000 ¥〇 ¥〇

計
¥181,000 ¥60, 000 ¥121,000 ¥95,000 ¥〇 ¥28,000 

事業ごとの事業内容等を様式4に記載してください。



（様式4)

横浜市新石川スポーツ会館自主事業計画書 （単表）
団体名 公益社団法人横浜市民施設協会

事業名 目的 ・内容等 実施時期・回数

普段から外出の機会がない高齢者を対象に、体操
をはじめとした交流の場を作っています。

通年
なごみサロン ケアプラザと共同して開催することで、体を動か

すこと以外に健康に関する相談やアドバイスを行う
月1回

こともでき、好評です。

事業名 目的・内容等 実施時期・回数

高齢者を対象とした健康体操講座です。前半は充
分なストレッチをしで怪我のないように動ける体づ
くりをします。後半は音楽やリズムに合わせてダン

通年
スのような体操を楽しみます。

活き活き健康体操
地域に住んでいる講師にお願いすることで、親し

(8月を除く）

みを込めた教室を開催することができます。日頃体
月2回

を動かす機会の少ない人にも楽しい時間になってい
ます。

事業名 目的・内容等 実施時期・回数

初心者からベテランまでバドミントンをしたい人
を対象に、体育室を開放します。同じスポーツをす

通年
バドミントンデー ることで世代間の交流にも繋がっています。

参加したことで、当館を初めて知っていただ＜効
月1回

果も大きいと考えます。

事業名 目的・ 内容等 実施時期 ・回数

一般を対象とした健康体操講座です。ゆっくりと
した動作で無理なく体操を楽しみます。
運動、体操というイメージを変え、興味を持って ①5月~7月

太極拳
参加していただくことを心掛けました。 月2回
新石川スポーツ会館には、スポーツ室やテニス ② 9月,.._..,11月
コー トだけでなく 、様々な講座があることを近隣の 月2回
方に知っていただ＜良い機会にしたいと考えていま
す。

事業名 目的 ・内容等 実施時期 ・回数

東京オリンピック・パラリンピックの開催を機
に、気軽に楽しめる競技としてボッチャの体験教室 ①5月,.....,7月

ボッチャ
を開催します。 月1回
年齢、性別に関係なくチームを組みプレーするこ ② 9月"-'11月
とで世代間交流や地域交流の一助になることを期待 月1回
しています。



（様式4)

横浜市新石川スポーツ会館自主事業計画書 （単表）
団体名 公益社団法人横浜市民施設協会

事業名 目的・内容等 実施時期・回数

小学生を対象に、人気競技である卓球について、
基本動作やルールを学ぶ教室を開催し、最終日には
対戦をします。小学生の夏休みの楽しい思い出にな

8月
小学生卓球球室 ることを願っています。

3回コース
小学生が参加することで、その家族にも新石川ス
ポーツ会館の利用や講座にも理解が深まることも期
待しています。

事業名 目的 ・内谷寺 芙施時期・回数

区スポーツ協会の協力を仰ぎ、こどもから大人ま
で、楽しめるスポーツを紹介します。無料でどなた
でも参加できることを、回覧板やポスターで呼びか

さわやかスポーツデー
けます。 1 2月
新石川スポーツ会館には、スポーツ室やテニス 1回
コートがあるだけでなく、様々な講座を楽しむこと
ができることを近隣の方にわかっていただき、利用
していただ＜良い機会となっています。

2
 



単独団体名・共同事業体名

施設名

公益社団法人横浜市民施設協会

横浜市新石川スポーツ会館

様式5

(5 —() 

令和4年度収支予算書（兼指定管理料提案書）

I . 指定管理料

~ 
I※区指定上限額 (b)

三

（単位：千円）

指定管理料＝小計【イ】を記入
6, 6861※区指定上限額 (b)の範囲内で提案してくだ
さい。

9

.

―

―

―

 
0

%
 ゜

6
 
8
 

゜

6
 ,
0

 

6

1

 

II . 令和4年度収支予算書（総括表）

1 収入の部

項 目 合計金額
備 考

（単位：千円）

自主事業収入 [A] 121 

雑入 [BJ 202 

,1ヽ 計 【ア】 （〔A]-[B)) 323 施設運営収入の計

指定管理料[C] 6,686 【ウ】 一 【ア】

/Jヽ 計 【イ】 ([CJ) 6,686 指定管理料

収入合計 （（ア］ ＋（イ］） 7,009 

2 支出の部

項 目 合計金額
備 考

（単位・千円）

人件費 [a] 4,581 

事務費 [b] 436 

自主事業費 [Cl 177 

管理費A (光熱水費等） [ d] 647 

管理費B (保守管理費等） [ e] 589 

公租公課[f ] 560 

事務経費[g l 19 

支出合計 【ウ】 ((a]~(g]) 7,009 

※金額は、消費税及び地方消費税 (10%)込みの額を記載してください。



単独団体名・共同事業体名

施設名

1 収入の部内訳 （指定管理料除く）

項 目

自主事業収入

小計

雑入 印刷代

自動販売機手数料

その他

小計

小計【ア】

I 

公益社団法人横浜市民施設協会

横浜市新石川スポーツ会館

令和4年度収支予算書

内 容 等

寄附金、利子、古紙

施設運営収入計

※金額は、消費税及び地方消費税 (10%)込みの額を記載して ください。

（単位：千円）

金 額

ア

イ

ウ

工

オ

A) 

力

キ

ク

ケ

コ

サ

BJ 

121 

121 

1゚96 

6 

202 

ア～オ

カ～サ

様式5

(5 —() 

士



単独団体名 ・共同事業体名

施設名

2 支出の部内訳＿（ニーズ対応既除く）- -・ . -. . . . . --. 
項 目

人件残 正規雇用職員

臨時雇用職員

対象外の人件到

通勤手当

健康診断投

勤労者福祉共済掛金

退職給付引当金繰入額

小計

事務伐 旅打

消耗品野

会謙賄い既

印刷製本代

通信妓

使用料及び阿借料

横浜市への支払い分

その他

備品購入毀

図書購入毀

施設賠償汽任保険

職員等研修既

振込手数料

リース料

手数料

地域協力既

小計

自主事業既

管理毀A 電気料金

ガス料金

上下水道料金

小計

管理既B 渭掃毀

修繕既

機械警備毀

設備保全莉

空調衛生設備保守

消防設備保守

電気設備保守

害虫駆除清掃保守

駐車場設備保全既

その他保全毀

共益既

小計

公租公課 事業所税

消技税

印紙税

その他( ） 

小計

事務経毀 本部分

当該施設分

小計

I 

I 

I 
I 

I 

I 

公益社団法人横浜市民施設協会

横浜市新石川スポーツ会館

令和 4年度収支予算書

内 容 等

ア

イ

ウ

りー1

りー2

りー3

りー4

[ a J 
工

オ
力

キ

ク

ケ

ケー1

ケー2

コ
サ

シ

ス

セ

ソ

夕

チ

ツ

ナ

[ b) 

[c] 

卜

ナ

[d] 

ヌ

ネ

ノ

’‘ /¥-1 
,,-2 

/¥-3 

/¥-4 

/¥-5 

/¥-6 

ヒ
フ

ヘ

[el 

ホ

マ
ミ

ム

[ f ] 

メ

モ

[g] 

（単位：千円）
ー・

金 額

゜4,536 45 
45 

゜゚
゜4,581 3 
150 

3 

50 

100 

11 

11 

゜゚
゜26 10 
10 

゜70 3 
436 

177 
501 

゜146 647 
197 

200 

132 

60 

゜40 
゜゚
゜20 
゜
589 

゜560 
゜゚560 
1 

18 

19 

様式5

(5-③) 

ゥー1~り-4

ア～ウ

ケー1~ケー2

工～テ

ト～二

11-1~11-6 

ヌ～ヘ

ホ～ム

メ～モ

小 計 【ウ】 1 施設管理運営経毀計 7,009 [a]~[g] 

※金額は、消黄税及び地方消費税 (10%)込みの額を記載してください。

※公租公課欄には、仕入税額控除後の消費税及び地方消費税見込額、その他税額を記載してください。
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